
憲法

統一署名

　安倍首相は、「憲法９条１項、２項を残
したまま『自衛隊』を書き込むだけ」と言いま
す。しかしその自衛隊は、安保法制（戦争
法）で海外派兵や武力行使ができるように
変えられました。しかも、後からできた法
律は、前の法律に優先するというのが法解
釈の原則。憲法９条が空文化し、無制限
に「戦争する国」になってしまいます。軍拡
にお墨付きを与え、福祉や教育の予算も削
られます。こんな９条破壊は許されません。

国民がいま政治に望むものは憲法改定ではありません。
世論調査でもわずか６％。
ところが、これまで散々憲法を踏みつけてきた安倍首相が、
憲法９条の明文改憲を言い出しました。
国民無視のこんな暴走はゆるされません。
９条があったからこそ、日本は戦後７０年以上戦争をしてきませんでした。
平和憲法を変えさせないために、力を合わせましょう。
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９条に自衛隊を書き込めば
「戦争する国」へまっしぐら

　作家の瀬戸内寂聴さんやノーベル賞受賞者の益川敏英
さんら１９人の呼びかけで、「『安倍９条改憲NO！』の署名
を３０００万人分集めよう」「９条改憲の国会発議をやめさよ
う」という運動が始まりました。日本共産党も幅広いみなさ
んと協力して、草の根で署名を集めています。ぜひご協力
ください。

３０００万人の声で
改憲発議

やめさせよう

　北朝鮮の軍事挑発は許せません。同時に、
アメリカと北朝鮮の軍事衝突、核戦争は絶対
に避けなければなりません。そのためには、
憲法９条を生かして、日本が対話による解決
の先頭に立つ必要があります。しかし、安倍
首相は「対話」を否定しながら、アメリカの先
制攻撃を公然と支持。さらに、憲法９条を変
えて、無条件の海外派兵ができるようになれ
ば、朝鮮半島情勢をさらに悪化させ、日本が
戦争に巻き込まれる事態が生じかねません。

朝鮮半島で戦争を
おこさせないために

戦争はイヤだ

政治の優先課題（3つまで）

（NHK「日本人と憲法2017年」調査から）
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社会保障や福祉政策

景気・雇用対策

財政再建

働き方改革

憲法改正

この中にはない

外交・安全保障

原子力発電を含むエネルギー政策

地球温暖化対策などの環境対策

少子化対策や教育政策



核兵器
禁止条約

　国連は、被爆者、そして国民の願いであった核兵器禁止条
約を採択、核兵器廃絶の国際的なキャンペーン活動を行って
きたICANがノーベル平和賞を受賞―画期的な世界の流れ
が起こっています。憲法９条には、「二度と戦争を起こしては
ならない」決意、「核戦争を絶対に阻止したい」という願いが込
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められています（内閣発行の『新憲法の解釈』・１９４６年１１
月）。核兵器廃絶の流れをさらに進め、日本政府に条約サイ
ンを迫るためにも、９条改憲にストップをかけましょう。
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